
みずほコーポレ－ト銀行 NY 店の荒井守氏（DEALER）による

為替相場の予想講演が、添付の資料を基に下記の様に説明がありましたので、

報告致します。

（要旨）

① 最近の為替市場関係者にはドル高円安派が増えている様に感じる。

② 日本の経常収支の黒字は続ているので、円の安全資産としての地位から

の転落は今のところない。

③ 円が売られ難い理由は購買力平価（PPP）が 74.62 円/＄であること。（75
円が大きな壁）

④ 一物一価が成立するならば、日米のインフレ率格差を反映して、ドル安

円高傾向。

⑤ 金利選好志向を考えると FRB が引き締め政策に転換すれば円安になるが、

現在の景気状況では無理。失業率 9.1%、失業者 1,400 万人、住宅市況の

底割れ、住宅/学生/CREDIT LOAN の破綻者が多発している。LEHMAN
SHOCK 以前と大きな落差がある。

⑥ 鍵を握るのは米国の株式市場かもしれない。商品価格（CRB）とドル相

場が同じ様な波形を描いている。（添付参照）

⑦ 金利が高い】ことは必ずしも、通貨の買い材料にならない。

⑧ 米国政府はこの 5 年で輸出倍増計画を計画しており、ドル安志向は続く。

⑨ EURO 圏全体で見れば、経常収支は黒字、ギリシャ他の債務問題が収束

すれば環境は改善する。

（ドル円予想）

2011 年 12 月：78 円。

2012 年 3 月：79 円。

2012 年 9 月：82 円。

と典型的な銀行家らしき予想でしたが、一般的には外れますので、大幅円高要

注意です。⇒67 円（日米鯖塩定食比較値）！
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